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セーブオンと包括的連携協定を締結 ……6

入間市と姉妹都市交流25周年 ………………3

8月19～21日はアース・セレブレーション …20

　県有林「大佐渡石名天然杉」を見学できる遊歩道が完成し、5月17日
から一般公開されています。５月16日には記念式典が開かれ、泉田知事
や髙野市長など、関係者が歩き初めを行いました。
　この遊歩道は、大佐渡山脈石名地区にある県有林の保全と活用を図る
ために県が整備したもので、天然杉の巨木や奇木を楽しみながら散策
できます。起伏の少ないコースで、１周は約800ｍ。1時間ほどで回ることが
できます。初心者でも安心して入山できますので、長い歳月をたくましく
耐え抜いてきた天然杉を、ぜひご覧ください。

迫力の天然杉を間近で
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市役所では、地球温暖化対策の取組みとして、冷房温度の28℃設定を徹底しています。これに伴い、6月から9月
を軽装の励行期間としてクールビズに取り組んでいますので、ご理解をお願いします。皆さんのご家庭や職場で
も「冷房温度の28℃設定」や「夏季の軽装」などの取組みに、ご協力をお願いします。（市役所環境対策課）



　
５
月
15
日
、
佐
渡
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ひ
と
つ
「
２
０
１

１
ス
ポ
ニ
チ
佐
渡
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
２
１
０
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
渡
を
自
転
車
で
走
破
す
る
人
気
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は

今
年
で
６
回
目
。
島
を
一
周
す
る
２
１
０
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
は
じ
め

４
つ
の
コ
ー
ス
に
、
島
内
外
か
ら
２
，
９
８
７
人
が
参
加
し
、
佐
渡

の
雄
大
な
自
然
を
味
わ
い
な
が
ら
快
走
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
佐
渡
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
避
難
者
19
人
を
含

め
、
約
８
０
０
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
大
会
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、
大
会
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
沿
道
か
ら
あ
た
た
か
い

声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
は
、
４
月
１
日
に

設
立
し
た
「
一
般
財
団
法
人
佐
渡
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
」
が
大
会
実
行
委
員
会
の
事
務

局
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
安
全
で
楽
し
い

大
会
と
な
る
よ
う
、
運
営
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
や
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
な
ど
、
佐
渡
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
大

会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
委
員
会
で
運
営
さ
れ

て
お
り
、
機
能
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
組
織
を
一
元
化
し
、
事

業
の
拡
大
発
展
や
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
普
及
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

を
設
立
し
ま
し
た
。

　
財
団
で
は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

振
興
や
活
性
化
を
図
る
事
業
に
取
り
組

み
、
今
年
度
は
９
月
の
「
佐
渡
国
際
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
、
10
月
の
「
佐
渡
金
山

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」
、「
佐
渡
ト
キ
ツ
ー
デ
ー
ウ

オ
ー
ク
」
の
大
会
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
、
体
育
協
会
や
競
技
団
体
な
ど
の

関
係
機
関
と
協
力
し
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
、
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
佐
渡
の
活
性
化
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

日
本
最
大
規
模
　
　

　
２
０
１
１
ス
ポ
ニ
チ
佐
渡
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
２
１
０

佐
渡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
取
組
み

佐渡はスポーツアイランド佐渡はスポーツアイランド

スポーツで賑わう佐渡にスポーツで賑わう佐渡に

今年は、人気テレビ番組からの参加が予
定されています。全国が注目する大会に
ボランティアスタッフとして参加しませ
んか？詳細は決まり次第お知らせします
ので、ご協力をお願いします！

9月4日（日）佐渡国際トライアスロン大会
ホームページ　http://www.sado.gr.jp/

大佐渡スカイラインの最高峰（標高942
ｍ）を目指し、自転車で駆け上がる大会。
詳細は決まり次第、お知らせします。

10月16日（日）佐渡金山ヒルクライム
ホームページ　http://www.e-sadonet.tv/̃hill-climb/

ウォーキングで佐渡を満喫しませんか？
コースは「佐渡小木・千石船の里のみち」と
「佐渡相川・尖閣湾の昔のみち」。佐渡の
豊かな自然や歴史・文化を体感できるコー
スです。詳しくはお問い合わせください。

10月22日（土）・23日（日）佐渡トキツーデーウオーク

参加者募集中！

一般財団法人佐渡市スポーツ振興財団
〒952-1324　佐渡市中原234-1　アミューズメント佐渡2階
☎52-3800　　FAX52-2335

競輪補助事業の補助金を受けて、無事に完了いたしました。
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佐
渡
市
と
入
間
市
は
、
昭
和
61
年
10
月
12

日
に
旧
両
津
市
と
入
間
市
が
姉
妹
都
市
提
携

を
交
わ
し
た
こ
と
を
契
機
に
友
好
が
始
ま

り
、
佐
渡
市
に
合
併
以
降
も
観
光
・
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
物
産
な
ど
幅
広
い
交
流
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
入
間
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
25

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
入
間
市
か
ら
木

下
市
長
、
近
藤
議
長
を
は
じ
め
多
く
の
関
係

者
が
来
島
。
記
念
事
業
と
し
て
、
佐
渡
市
・

入
間
市
両
市
長
に
よ
る
交
流
推
進
宣
言
書
の

調
印
や
両
市
の
木
（
佐
渡
市
・
ア
テ
ビ
、
入

間
市
・
ケ
ヤ
キ
）
で
作
製
さ
れ
た
記
念
盾
の

交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
交
流
と
し
て
、
５
月

22
日
に
開
催
さ
れ
た
「
佐
渡
國
鬼
太
鼓
ど

っ
と
こ
む
」
（
お
ん
で
こ
ド
ー
ム
）
に
入

間
市
の
芸
能
団
体
「
い
る
ま
『
太
鼓
』
セ

ッ
シ
ョ
ン
」
が
出
演
し
、
太
鼓
の
演
技
を

披
露
し
た
ほ
か
、
入
間
市
か
ら
来
島
し
た

バ
ス
ツ
ア
ー
一
行
が
２
日
間
に
渡
っ
て
島

内
の
観
光
地
を
巡
り
、
新
緑
の
佐
渡
を
満

喫
し
ま
し
た
。

5月21日「交流推進宣言書」に署名し、両市のさらなる友好
を誓った入間市の木下市長（右）と佐渡市長

入間市の芸能団体「いるま『太鼓』セッシ
ョン」による演技（佐渡國鬼太鼓どっとこ
むメインステージ）

5月22日「佐渡國鬼太鼓どっとこむ」
で、交流25周年記念盾の交換を行った
入間市の木下市長（左）と佐渡市長

面積　44.74平方キロメートル
　　　（佐渡の約20分の１）

人口　150,676人（平成23年5月1日現在）
市の花・木・鳥　
　　　茶の花・ケヤキ・ヒバリ

特産品　
　　　狭山茶、里芋、繊維・織物　など

見所・観光　
　　　入間万燈まつり（平成23年10月22日～23

日）、入間市文化創造アトリエ・アミー

ゴ、入間茶まつり（5月3日）、埼玉県営

彩の森入間公園、入間市博物館・アリッ

ト、さいたま緑の森博物館、桜山展望台

昭和61年10月
　入間市が市制施行20周年記念事業の一環とし

て、海があり船旅ができる姉妹都市を求め、旧両

津市と姉妹都市提携を締結

昭和62年４月
　旧両津市民間宿泊施設業者と入間市が指定保養所の

契約を締結（この年、約2,200人の入間市民が利用）

平成８年11月
　旧両津市と入間市が災害時における相互応援協定

を締結（東日本大震災では、入間市に避難した被

災者向けに、佐渡市から支援米360㎏を提供）

平成16年７月
　佐渡市誕生記念式典に入間市から市長、議長が出席

平成19年度
　姉妹都市提携20周年記念として、入間市職員が発見

した小惑星を「Sado」と命名。また、平成20年３月

に佐渡市から雌のトキ「ヒロ」のはく製を入間市に貸

与（はく製は、現在も入間市博物館に展示中）

平成22年９月
　入間市シルバー人材センター30周年記念式典に

て、佐渡の芸能団体が民謡と鬼太鼓を披露

香り豊かな緑の文化都市　

入 間 市

入間市との姉妹都市交流　主なあゆみ

飯能市
入間市 所沢市

狭山市狭山市狭山市

入
間
市
（
埼
玉
県
）
と
の
姉
妹
都
市
交
流
が
25
周
年
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佐
渡
は
広
大
で
、
地
域
に
よ
っ
て
歴
史
・
文
化
・
自
然
の
特
性
が
異
な
り
、
大
切

な
風
景
も
違
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
佐
渡
を
６
つ
の
区
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

ご
と
に
景
観
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
建
物
な
ど
を
建
て
る
と
き
に
は
、
大
き
さ
や
色
な
ど

を
市
へ
届
け
出
て
い
た
だ
き
、
景
観
に
あ
っ
た
も
の
で

あ
る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
新
・
増
・
改
築
の
場
合
は
、
用
途
に
関
わ
ら
ず
、
延

べ
床
面
積
10
㎡
以
上
の
も
の
は
届
出
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
既
存
部
分
の
４
分
の
１
以
上
を
変
え
る
外
観
の
変

更
（
壁
面
の
塗
り
替
え
や
張
り
替
え
、
屋
根
の
葺
き
替

え
等
）
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
工
作
物
（
柵
・
塀
等
）
等
も
届
出
が
必
要

な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※
﹁
景
観
﹂
と
は
、
身
の
周
り
に
あ
る
風
景
や
眺
め
の
こ
と
で
す
。

一般市街地区域

歴史的市街地区域

商業・賑わい区域

農村と平野区域

漁村と海岸区域

山村と森林区域

６つの景観計画区域

高さ、形のそろったまちなみ

　佐渡の美しい景観は、これまでの長い時間の積み重ねの中で先人たち
が築き、守り、残してくれた貴重な財産です。
　最近では、地域ぐるみで自分たちのまちの魅力をより高め、特性を生
かした景観をつくろうとする取組みも進められています。
　市では、昨年「佐渡市景観計画」と「佐渡市景観条例」を策定しまし
た。市民が誇りを持てる景観づくりを目指し、自然や歴史・文化をはじ
めとするさまざまな資産を守り、育て、伝えていきます。

商業・賑わい漁村と海岸

農村と平野歴史的市街地

山村と森林

一般市街地

6つの区域で
考えます

〈届出〉が
必要です

市
民
が
誇
り
に
思
え
る

　
　
美
し
い
佐
渡
の
景
観
保
全
を

　
ふ
る
さ
と
「
佐
渡
」
を
感
じ
る
大
切
な
風
景
を
守
る
た
め
に
・
・
・
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対
象

　
建
築
物
の
規
模
・
形
態
・
色
彩
の
統
一
、
樹
木
の
植
栽
や

緑
化
等
に
つ
い
て
、
地
域
で
決
め
た
ル
ー
ル
に
従
い
地
域
の

景
観
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
域
や
団
体
（
お
お
む

ね
０
・
３
ｈ
ａ
以
上
で
、
10
棟
以
上
の
建
築
物
が
連
続
し
て

い
る
地
域
ま
た
は
道
路
に
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
接
す
る
区

域
）

①
　
地
区
協
定
推
進
事
業

　
地
域
の
景
観
づ
く
り
ル
ー
ル
を
作
る
た
め
の

　
・
運
営
会
議
等
の
開
催

　
・
学
習
会
、
講
演
会
お
よ
び
先
進
地
視
察
調
査
の
実
施

　
・
チ
ラ
シ
等
の
刊
行
物
の
作
成
　
　
な
ど

【
事
業
期
間
】
最
大
で
３
年
間

【
補
助
率
等
】
５
分
の
４
以
内
（
限
度
額
10
万
円
）

②
　
景
観
づ
く
り
推
進
事
業

　
①
の
地
区
協
定
推
進
事
業
で
作
っ
た
「
地
域
ル
ー
ル
」
に

基
づ
く

　
・
建
築
物
等
の
修
景 

　
・
工
作
物
等
の
修
景

　
・
生
垣
等
の
設
置
費
用
　
な
ど

　
※
「
修
景
」
と
は
、
自
然
の
美
し
さ
を
損
な
わ
な
い
よ
う

に
風
景
を
整
備
す
る
こ
と
で
す
。

【
事
業
期
間
】
最
大
で
10
年
間

【
補
助
率
等
】
３
分
の
１
以
内
ま
た
は
２
分
の
１
以
内

　
　
　
　
　
　
（
限
度
額
は
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

既
存
建
築
物
等
の
外
観
変
更
事
業
（
単
年
度
）

　
建
築
物
等
の
外
観
（
色
彩
）
を
、
決
め
ら
れ
た
基
準
に
合

う
よ
う
に
変
更
す
る
も
の

【
補
助
率
等
】
５
分
の
１
以
内
（
限
度
額
10
万
円
）

生
垣
等
設
置
奨
励
事
業
（
単
年
度
）

　
新
た
に
生
垣
等
を
設
置
す
る
費
用
（
設
置
に
伴
う
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
撤
去
費
用
も
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

【
補
助
率
等
】
５
分
の
１
以
内
（
限
度
額
５
万
円
）

　
　
　
　
　
　
※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
は
４
万
円
ま
で

丁寧に手入れされている生垣の通り

地
域
や
団
体
の
取
組
み
を
支
援

個
人
の
取
組
み
を
支
援

※詳しい内容は、お問い合わせください。

お問い合わせ
　市役所建設課 住宅係

　〒９５２―１２９２　佐渡市千種２３２

　☎ ６３―５１１８　　FAX ６３―３７６５

景
観
づ
く
り
を
支
援
！

〜 

佐
渡
市
景
観
づ
く
り
助
成
事
業 

〜

佐
渡
市
景
観
計
画
に
基
づ
く
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
地
域
の
ル
ー
ル
を
決
め
、
地
域
の
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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５
月
12
日
、
市
で
は
、
地
域
活
性
化
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
株
式
会
社

セ
ー
ブ
オ
ン
と
、
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
セ
ー
ブ
オ
ン
の
島
内

外
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
佐
渡

産
品
の
販
売
促
進
や
、
健
康
増
進
・
食
育
、

観
光
振
興
、
災
害
対
策
、
佐
渡
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
連
携
し
て
い

き
ま
す
。

　
市
役
所
で
行
わ
れ
た
締
結
式
で
は
、
髙
野

市
長
と
セ
ー
ブ
オ
ン
の
平
田
実
取
締
役
執
行

役
員
営
業
部
長
が
、
協
定
書
に
調
印
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
セ
ー
ブ
オ
ン
か
ら
佐
渡
市
ト
キ
環

境
整
備
基
金
へ
50
万
円
を
ご
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。

佐
渡
の
味
噌
を
使
っ
た
新
商
品
発
売

　
こ
の
協
定
を
記
念
し
、
セ
ー
ブ
オ
ン
か

ら
佐
渡
の
味
噌
を
使
用
し
た
商
品
が
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

　
商
品
は
、
「
佐
渡
の
味
噌
蔵
」
（
羽
茂

大
橋
）
が
提
供
す
る
味
噌
「
佐
渡
の
く
せ

者
（
赤
唐
辛
子
を
米
こ
う
じ
で
醗
酵
さ
せ

た
辛
味
噌
）
」
を
使
用
し
た
豚
焼
肉
弁
当

と
、
ネ
ギ
味
噌
「
く
せ
者
ネ
ギ
」
を
具
に

し
た
お
に
ぎ
り
。
佐
渡
の
味
噌
の
コ
ク
と

香
り
が
お
弁
当
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　
５
月
17
日
か
ら
、
島
内
９
店
舗
を
含
む

新
潟
県
内
１
１
６
店
舗
で
期
間
限
定
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
佐
渡
海
洋
深
層
水
の
塩
や
、

佐
渡
産
米
粉
な
ど
、
佐
渡
の
食
材
を
使
用

し
た
商
品
が
発
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

セーブオンの平田実取締役執行役員
営業部長（写真左）と髙野市長

 乗用車往復運賃特別割引 《土・日・祝日出発限定》
期間　5月7日(土)～7月18日(月・祝)
運賃　乗用車１台往復（燃料油価格変動調整金を含む）
　　　　　両津～新潟航路　　1万9,800円
　　　　　小木～直江津航路　1万6,800円
　　　〈島発4ｍ未満〉  両津～新潟航路　   1万5,800円
　　　　　　　　    小木～直江津航路　1万2,800円
　　　※運転者、同乗者の旅客運賃が別途必要
主な適用条件
①往路乗船日が割引期間内の土・日・祝日で、乗用
車（車両の長さが6ｍ未満のものに限る）が往復ま
たは回遊する場合（復路は往路乗船日を含め10日
以内）に適用します。
②割引対象は乗用車のみです。（バス・貨物車・バイク
は対象外）
③乗船券購入後、乗船日の変更により適用条件に該
当しなくなった場合は、普通運賃との差額をいた
だきます。
④往路券使用後の復路券の払い戻しはできません。

 ジェットフォイル運賃特別割引 《土・日・祝日出発限定》
期間　5月7日(土)～7月18日(月・祝)
運賃　大人　片道3,980円
　　　　　　往復7,960円
         小児　片道1,990円
　　　　　　往復3,980円
　　　※いずれも燃料油価格変動調整金を含む
主な適用条件
①《片道ジェットフォイル利用の場合》
　　搭乗日が割引期間内の土・日・祝日の場合に片
道運賃を適用します。
②《往復ジェットフォイル利用の場合》
　　往路搭乗日が割引期間内の土・日・祝日で、ジ
ェットフォイル（復路は往路搭乗日を含め５日以
内）を利用する場合に往復運賃を適用します。
③搭乗券購入後、搭乗日の変更により適用条件に該
当しなくなった場合は、該当運賃との差額をいた
だきます。

５月から７月の土・日・祝日に出発する乗用車往復航送運賃とジェット
フォイル運賃の特別割引を実施しています。「島発」「本土発」のどち
らでもご利用いただけます。なお、小木直江津航路の割引は、新潟県・
上越市・佐渡市が運賃の一部を支援しています。いずれの割引も事前
の予約が必要です。（空きがあれば当日でも割引が適用されます。）
　お問い合わせ・ご予約は　
　佐渡汽船㈱両津総合案内所　☎27－5614（午前8時～午後6時）

市役所交通政策課　☎63-3184

セ
ー
ブ
オ
ン
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

乗用車往復航送運賃
ジェットフォイル運賃

特 別 割 引 実 施 中 ！特 別 割 引 実 施 中 ！
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

　
放
送
視
聴
対
策

　
総
務
省
の
意
向
に
よ
っ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
は
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
デ

ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
る
「
デ
ジ
ア
ナ
変

換
放
送
」を
開
始
し
ま
す
。
（
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
局
に
よ
っ
て
開
始
時
期
が
異
な
り
ま

す
。
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
の
措
置
で

す
。
）

　
テ
レ
ビ
を
買
い
替
え
な
く
て
も
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
が
見
ら
れ
る
措
置
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

◆
Ｃ
Ｎ
Ｓ
テ
レ
ビ
（
佐
渡
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
）
へ
の
加
入
は
お
早
め
に
！

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
の
際
に
は
、
引
き

込
み
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
資
材
が
不
足
し
て

お
り
、
工
事
へ
の
影
響
が
出
始
め
て
い
ま

す
。

　
共
聴
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
し
て
い
る
方
や
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
状
態
が
悪
い
地

域
の
方
、
そ
の
他
の
理
由
の
方
な
ど
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
（
７
月
24
日
）

間
際
に
な
る
と
加
入
申
し
込
み
が
集
中
し
、

工
事
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、
早
め
（
６
月
下
旬
）
の
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
地
域
振
興
課
情
報
セ
ン
タ
ー
室
　
施
設

管
理
係
（
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
51
―
２
０
３
０

　
平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
終
了
し
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
し
ま
す
。

移
行
後
も
引
き
続
き
テ
レ
ビ
を
見
る
た
め
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
か
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
の
購
入
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
な
ど

に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
総
務
省
で
は
、
す
べ
て
の
視
聴
者
が
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
相
談
窓
口
の

設
置
や
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
間
際
で
は
、
お
問
い

合
わ
せ
や
工
事
が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
無
料
相
談
窓
口

　
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
に
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
お
困
り

の
皆
さ
ん
の
お
宅
を
直
接
訪
問
し
、
ア
ン
テ
ナ

な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
無
料
で
受
信
や
視
聴
の

方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
デ
ジ
サ
ポ
新
潟
（
総
務
省 

新
潟

県
テ
レ
ビ
受
信
支
援
セ
ン
タ
ー
）
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　
☎
０
２
５
―
３
３
３
―
０
０
１
１

　
（
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
　
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

　
地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付

　
公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
や
市
民
税
非

課
税
世
帯
な
ど
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
が
ま
だ
受
信
で
き
な
い
世
帯
で
一
定

の
条
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
「
地
デ
ジ
簡

易
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
を
無
償
給
付
し
ま
す
。

　
申
請
期
限
は
７
月
24
日
（
日
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
申
請
か
ら
給
付
ま
で
に
１
か
月

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
、
総
務
省

　
新
潟
県
テ
レ
ビ
受
信
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
電

話
く
だ
さ
い
。

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
５
７
０
―
０
２
３
７
２
４

　
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で
き
な
い
場
合
　

　
　      
０
４
３
―
３
３
２
―
２
５
２
５

　
（
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
　
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

　
デ
ジ
タ
ル
混
信
地
区
等
へ
助
成

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
な
る
と
、
地
理
的

な
条
件
や
電
波
の
特
性
の
違
い
な
ど
に
よ

り
、
テ
レ
ビ
の
電
波
を
良
好
に
受
信
で
き
な

く
な
る
地
域
が
新
た
に
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
の
方
に
対
し
て
、
解
決

策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加

入
す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
デ
ジ
サ
ポ
新
潟
（
総
務
省 

新
潟

県
テ
レ
ビ
受
信
支
援
セ
ン
タ
ー
）
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。

　
☎
０
２
５
―
２
８
５
―
６
２
１
８

　
　
０
２
５
―
２
８
５
―
６
２
１
０

　
（
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
　
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

　ご家庭での「節電」の取組みが省エネにつながり、地球温暖化の原

因となっている二酸化炭素（CO2）の排出量を抑えることができま

す。私たちの日常生活からも二酸化炭素などの温室効果ガスを排出し

ていることを認識し、地球温暖化の防止に取り組むことが、佐渡の豊

かな自然を守り、環境に配慮した生活や持続可能な社会の実現につな

がります。ぜひこの機会に、地球温暖化問題や省エネなど環境につい

て考えてみましょう。

　環境省が推奨する「家庭でできる節電方法」の中から、いくつかを
紹介します。積極的な「節電」にご理解・ご協力をお願いします。

お問い合わせ
　市役所環境対策課　環境企画係　☎63-3113

①こまめにスイッチオフで電気
使用は必要最小限に！
②使用してない場合にも電力が
消費される待機電力を削減！
③エアコンの設定温度・風向き
を調整して節電！
④冷蔵庫の扉の開閉を短く、詰
め込む量も考えて節電！
⑤照明の明るさや消灯時間を調整して節電！
⑥テレビの主電源OFF・明るさ調整で節電！
⑦早寝早起きで、夜の消費電力を抑えて節電！
詳しくは
http:www.challenge25.go.jp/setsuden/
　　　　　　　　　　　　　をご覧ください。

6月は環境月間です
スイッチオフ！

家庭でできる節電方法

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
準
備
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合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
制
度
の
ご
案
内

　
浄
化
槽
か
ら
排
出
さ
れ
る
放
流
水
は
側
溝

か
ら
河
川
･
海
等
の
公
共
水
域
に
直
接
放
流

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
環
境
へ
の
負
荷
の

大
き
い
単
独
処
理
浄
化
槽
（
し
尿
の
み
を
処

理
し
、
雑
排
水
は
そ
の
ま
ま
放
流
し
て
し
ま

う
浄
化
槽
）
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
（
し
尿

と
雑
排
水
の
両
方
を
処
理
で
き
る
う
え
に
、

排
出
す
る
汚
濁
量
が
単
独
処
理
浄
化
槽
の
４

分
の
１
以
下
の
浄
化
槽
）
へ
の
切
り
替
え
を

市
で
は
推
進
し
、
設
置
費
用
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
際
に
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去
さ
れ
る

方
に
は
、
あ
わ
せ
て
撤
去
費
も
補
助
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
自
分
と
ご
近
所
の
住
環
境
の
た
め
、
ま
た

自
然
環
境
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　補
助
対
象
地
域

　
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・
漁

業
集
落
排
水
事
業
の
認
可
区
域
外
の
地
域
。

　
た
だ
し
、
認
可
区
域
内
で
あ
っ
て
も
７
年

間
供
用
開
始
が
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
地

域
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

・
住
居
の
単
独
処
理
浄
化
槽
を
合
併
処
理
浄

化
槽
に
切
り
替
え
設
置
す
る
方
。

・
住
居
に
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
。

・
地
域
の
集
会
場
等
で
新
た
に
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
。

補
助
対
象
額

・
５
人
槽
　
　
　
　
　
　
　
35
万
２
千
円

・
６
〜
７
人
槽
　
　
　
　
　
44
万
１
千
円

・
８
〜
10
人
槽
　
　
　
　
　
58
万
８
千
円

・
11
〜
20
人
槽
　
　
　
１
０
０
万
２
千
円

・
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費
　
　
９
万
円

※
補
助
は
予
算
の
枠
内
で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
等
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
他
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
中
地
区
は
上
下

水
道
課
、
両
津
・
相
川
地
区
は
各
支

所
、
小
木
・
羽
茂
・
赤
泊
地
区
は
羽
茂

支
所
の
上
下
水
道
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
保
守

　
浄
化
槽
は
微
生
物
の
力
で
汚
水
を
浄
化

し
ま
す
の
で
、
そ
の
能
力
を
充
分
に
発
揮
す

る
た
め
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
浄
化
槽
法
で
は
、
４
か
月
に

１
回
以
上
の
保
守
点
検
、
年
１
回
以
上
の
清

掃
・
く
み
と
り
、
年
１
回
の
法
定
水
質
検
査

を
定
め
て
い
ま
す
（
回
数
は
全
て
家
庭
用
の

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
場
合
）
。
特
に
水

質
検
査
は
ご
家
庭
か
ら
の
放
流
水
が
住
環

境
・
自
然
環
境
に
対
し
て
安
全
か
ど
う
か
を

調
べ
る
た
め
の
も
の
で
す
、
毎
年
欠
か
さ
ず

に
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
上
下
水
道
課
　
維
持
管
理
係
　
浄

化
槽
担
当
（
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
内
）
　

☎
55
―
２
２
２
２

　
介
護
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
保
険
料
を
な
ら

す
作
業
（
平
準
化
）
を
行
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
、
年
度
の
前
半
に
仮
の
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
、
保
険
料
の
確
定
後
、

年
度
の
後
半
に
差
額
を
清
算
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
年
度
の
前
半
と
後
半
で
保
険
料
の
金

額
が
大
き
く
増
減
す
る
と
、
保
険
料
の
負

担
が
偏
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
負
担
の
偏
り
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
、

保
険
料
を
な
ら
し
ま
す
。

　
６
月
と
８
月
の
保
険
料
額
を
一
時
的
に
増
減

す
る
こ
と
で
、
年
度
の
前
半
と
後
半
の
負
担
が

同
じ
に
な
る
よ
う
に
調
整
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
６
月
上
旬
ま
で
に
『
仮

徴
収
額
変
更
通
知
書
』
を
お
送
り
し
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
税
務
課
（
市
民
税
係
）
☎
63
―
５
１
１
０

イメージは、保険料の増額が予想される場合のイメージです。
減額が予想される場合、6月と8月の保険料は減額となります。

変更前

・４、６、８月の保険料が同額

　の場合、１０月以降の保険料

　が大幅に増加する。

負担が年度後半に偏る

年度後半の負担が増大

前半と後半の負担はほぼ同じ変更後

・６、８月の保険料は一時的に

　増加するが、１０月以降の負

　担は軽減される。

負担の偏りがなくなる

４
月

６
月

８
月

10
月

12
月

２
月

保
険
料
額

４
月

６
月

８
月

10
月

12
月

２
月

保
険
料
額

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

平
準
化
の
お
知
ら
せ
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確
な
意
思
決
定
を
す
る
た
め
に
も
、
起
案
文

書
に
減
免
の
可
否
の
判
断
を
伺
う
記
述
な
ら

び
に
本
来
の
徴
収
金
額
お
よ
び
減
免
額
を
記

述
す
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
い
。

⑸
加
算
金
に
つ
い
て

　
条
例
で
行
政
財
産
に
附
帯
す
る
光
熱
水
費

等
の
経
費
を
加
算
金
と
し
て
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
専
用
小
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
る
と
き
は
当
該
施
設
の
総
使
用
量
と

の
割
合
を
支
払
総
額
に
乗
じ
て
算
出
し
、
設

置
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
加
算
金
算
出
シ

ー
ト
に
よ
り
算
出
し
た
額
で
適
正
な
金
額
を

徴
収
さ
れ
た
い
。

⑹
不
服
申
立
て
の
教
示
に
つ
い
て

　
行
政
不
服
審
査
法
第
57
条
、
行
政
事
件
訴

訟
法
第
46
条
に
お
い
て
、
行
政
庁
の
処
分
そ

の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
に
関

し
、
不
服
申
立
て
、
取
消
訴
訟
等
の
提
起
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
書
面
で

教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
服
申
立
て
等
に
つ

い
て
教
示
さ
れ
て
い
な
い
例
が
多
々
あ
る
の

で
様
式
か
ら
抜
本
的
に
改
善
さ
れ
た
い
。

⑺
そ
の
他

　
目
的
外
使
用
の
事
務
所
で
、
市
の
事
務
机

に
近
接
し
て
い
る
例
が
２
件
み
ら
れ
た
。
市

と
は
独
立
し
た
組
織
で
あ
り
、
お
互
い
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
上
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
と
思

わ
れ
る
の
で
、
目
的
外
使
用
に
あ
っ
て
は
、

双
方
の
独
立
性
が
保
た
れ
る
よ
う
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。

　
目
的
外
使
用
の
申
請
が
２
か
年
に
ま
た
が

っ
て
な
さ
れ
、
許
可
も
同
様
に
行
っ
て
い
る

事
例
が
１
件
み
ら
れ
た
。
財
務
規
則
に
よ
る

と
、
使
用
の
期
間
は
１
年
を
超
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
と
な
っ
て
い
る
の
で
規
則
に
そ

っ
て
是
正
さ
れ
た
い
。

　
佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
随
時
監
査
の
結
果
を

公
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
佐
渡
市
監
査
委
員
　
清
水
一
次

　
　
　
　
　
　
佐
渡
市
監
査
委
員
　
金
子
健
治

１
　
監
査
の
実
施
時
期

　
平
成
23
年
１
月
28
日
〜
３
月
11
日

２
　
監
査
の
対
象

　
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
４
第
７
項
の
規

定
に
よ
る
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
の
う
ち
、

建
物
内
に
事
務
所
等
の
設
置
を
許
可
し
た
も
の

29
件
。

３
　
監
査
の
結
果

　
監
査
の
結
果
、
お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
認
め
た
が
、
一
部
に
指
摘
す
る
事
項

も
あ
り
、
軽
微
な
内
容
に
つ
い
て
は
口
頭
に
よ

り
そ
の
都
度
関
係
職
員
に
対
し
改
善
ま
た
は
検

討
を
要
望
し
た
。
重
要
案
件
は
以
下
の
と
お
り

指
摘
す
る
。

４
　
指
摘
事
項

⑴
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
申
請
に
対
す
る
審

査
事
務
に
関
す
る
事
項

　
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
は
、
あ
く
ま
で
例

外
で
あ
り
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
財
務
規

則
第
２
１
９
条
第
１
項
の
１
号
か
ら
６
号
に
該

当
す
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
申
請
目
的
が
い
ず

れ
か
に
該
当
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
前
提
に
審

査
す
べ
き
で
あ
り
、
使
用
目
的
を
明
示
し
た
申

請
を
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑵
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
申
請
の
収
受
お
よ

び
許
可
事
務
に
関
す
る
事
項

　
文
書
規
程
に
よ
る
と
、
配
布
を
受
け
た
文
書

は
直
ち
に
課
長
の
閲
覧
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
適
正
に
処
理
さ

れ
た
い
。
申
請
時
期
は
、
使
用
の
一
週
間
前
ま

で
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
使
用
の
前
日
あ
る

い
は
当
日
に
申
請
し
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら

れ
た
。
前
例
踏
襲
に
よ
り
双
方
が
漫
然
と
事
務

処
理
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の

で
、
厳
格
な
事
務
処
理
に
努
め
る
よ
う
、
申
請

者
に
も
適
切
に
指
導
さ
れ
た
い
。

⑶
使
用
料
に
関
す
る
事
項

　
行
政
財
産
目
的
外
使
用
条
例
に
よ
り
算
定
し

た
使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
算
定
式
を
明
示
し
許
可
権
者
の
恣
意
的
な

判
断
に
な
ら
な
い
よ
う
改
善
さ
れ
た
い
。

　
条
例
で
建
物
の
使
用
料
は
前
納
で
月
払
い
を

原
則
と
し
て
い
る
が
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る

と
き
は
、
後
納
あ
る
い
は
一
括
納
付
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
前
納

あ
る
い
は
月
払
い
し
な
い
と
き
は
そ
の
理
由
を

付
し
て
市
長
の
決
裁
を
と
り
、
納
付
方
法
を
明

示
し
た
許
可
書
を
発
行
す
べ
き
で
あ
る
。
使
用

料
が
許
可
書
ど
お
り
に
納
付
さ
れ
な
い
と
き

は
、
督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
徴
収
条
例
に

基
づ
き
対
応
さ
れ
た
い
。

⑷
使
用
料
の
減
免
に
関
す
る
事
項

　
許
可
を
受
け
た
も
の
が
条
例
第
５
条
に
該
当

し
て
い
る
と
き
は
減
免
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
減
免
は
例
外
的
な
取
扱
い
で

あ
り
、
そ
の
必
要
性
が
客
観
的
に
も
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
具
体
的
な
減
免
基
準

が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
具
体
的

な
減
免
基
準
を
整
備
し
、
統
一
的
な
運
用
が
で

き
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
減
免
の

必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
に
、
使
用
者
か
ら
減

免
理
由
を
付
し
た
申
請
書
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
を
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
減
免
の
可
否
を

伺
う
記
述
の
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
明

平
成
22
年
度 

随
時
監
査
結
果

佐
渡
市
監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
☎
63―

３
１
１
２

密航
密輸
密漁
不法投棄

海上での犯罪を見かけたら海上保安庁へ

海の「もしも」は
118番

犯罪のない　美しい海を守ろう！犯罪のない　美しい海を守ろう！犯罪のない　美しい海を守ろう！犯罪のない　美しい海を守ろう！犯罪のない　美しい海を守ろう！犯罪のない　美しい海を守ろう！
海上保安庁

佐渡海上保安署　佐渡市両津夷1番地　☎27－0118
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４
月
に
環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務

所
に
自
然
保
護
官
と
し
て
着
任
い
た
し
ま

し
た
川
瀨
翼
と
申
し
ま
す
。
尾
瀬
国
立
公

園
や
世
界
遺
産
・
屋
久
島
で
自
然
保
護
官

補
佐
と
し
て
勤
務
し
た
の
ち
、
昨
年
は
環

境
省
自
然
環
境
局
自
然
環
境
計
画
課
に
て

生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
案
件
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
佐
渡

で
は
、
ト
キ
の
野
生
復
帰
に
関
わ
る
一
連

の
業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
昨
年
は
、
31
年
ぶ
り
に
野
生
下
で
の
ト

キ
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
野
生
復
帰
を
果
た
す
た
め
に
は
、
ま

だ
ふ
化
・
巣
立
ち
・
成
長
と
い
っ
た
い
く

つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ト
キ
が
安
心
し
て
生
息
で
き
る
環
境
を
取

り
戻
す
こ
と
を
目
指
す
と
同
時
に
、
そ
の

取
り
組
み
が
地
域
社
会
の
発
展
を
も
た
ら

す
も
の
に
な
る
よ
う
、
精
一
杯
業
務
に
励
む

つ
も
り
で
す
。

　
一
方
で
ト
キ
の
野
生
復
帰
だ
け
を
目
的
化

さ
せ
て
も
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
佐
渡
と
い
う
土
地
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

が
幅
広
く
生
物
の
多
様
性
の
恩
恵
の
う
え
に

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
基

盤
で
あ
る
生
態
系
へ
の
負
荷
を
極
力
小
さ
く

す
る
こ
と
が
、
地
域
社
会
の
持
続
的
な
発
展

と
、
子
供
た
ち
へ
残
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
保

全
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
世
界
に
発
信

す
る
最
適
の
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ト

キ
と
佐
渡
の
未
来
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
、
皆
さ

ま
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所
（
新
穂
正

明
寺
１
２
７
７
番
地
）
☎
22
―
３
３
７
２

「
佐
渡
奉
行
所
跡
出
土
品
」
が

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　
国
史
跡
佐
渡
奉
行
所
跡
か
ら
出
土
し
た

江
戸
時
代
の
遺
物
の
う
ち
、
主
要
な
資
料

９
２
８
点
が
「
佐
渡
奉
行
所
跡
出
土
品
」

と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
佐
渡
奉
行
所
は
、
相
川
金
銀
山
を
中
心

と
す
る
鉱
山
と
幕
府
直
轄
地
佐
渡
の
統
治

を
目
的
と
し
て
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
奉
行
所
は
他

と
は
異
な
り
、
行
政
機
能
に
加
え
、
寄
勝

場
（
選
鉱
工
場
）
や
後
藤
役
所
（
小
判
鋳

造
工
場
）
な
ど
、
鉱
山
に
関
連
す
る
施
設

が
併
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
出
土
品
に
は
陶
磁
器
・
漆
椀
・
火
鉢
と

い
っ
た
生
活
用
品
に
加
え
て
、
鉱
山
臼
・
羽

口
な
ど
の
選
鉱
・
製
錬
に
関
連
す
る
遺
物
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
国
景
徳
鎮
窯
な
ど
の
磁
器
、
国

内
の
肥
前
・
志
野
な
ど
17
世
紀
前
半
の
高
級

な
陶
磁
器
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
佐
渡
金

銀
山
最
盛
期
の
様
相
が
う
か
が
え
ま
す
。
さ

ら
に
、
出
土
品
の
な
か
で
特
筆
さ
れ
る
の

は
、
役
所
跡
か
ら
出
土
し
た
１
７
２
点
の
鉛

板
で
、
金
銀
製
錬
工
程
の
一
つ
で
あ
る
灰
吹

法
に
使
用
さ
れ
た
鉛
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
佐
渡
奉
行
所
跡
出
土
品
は
、
奉
行
所
本
来

の
機
能
で
あ
る
役
所
の
よ
う
す
や
寄
勝
場
に

お
け
る
金
銀
製
錬
の
技
術
を
示
す
資
料
と
し

て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
鉱
山
経
営
の
実
態

を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ

り
、
そ
の
学
術
的
価
値
が
き
わ

め
て
高
い
文
化
財
で
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

（
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

「佐渡奉行所跡出土品」

(佐渡市教育委員会所蔵)

環境省佐渡自然保護官事務所

自然保護官　　川瀨　翼

『
ト
キ
の
野
生
復
帰
、
そ
の
先
を
見
据
え
て
』

千葉県浦安市
　　　川村　敏夫　様

平成22年度トキ保護の
　　ためにご寄付をいた
　　　だきました。

ご寄付
ありがとうございました

ば

よ
せ
せ
り

ぐ
ち

は

け
い
と
く
ち
ん

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

79
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